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教育原理のグループ研究について
野　辺　忠　郎
　教育原理の授業計画に「グループ研究」を取り入れたのは大学紛争，教職課程闘争を経験し
た直後であったからほぼ十年前のことであった。数名から14，5名のグループを作り，共同研
究のテーマを設定し，自主的に討議し，調査して自分たちの関心のある教育問題の一つを掘り
下げてみることをねらいとする。こうした学生たちの自主的な共同研究（集団学習），それも深
い関心のあるテーマについての実証的行動的な学習をとり入れることによって教育原理の授業
が自主的主体的な学習になるのではないかと考えたことがその出発であった。
　むろん教育原理の授業の中で平行して実施するのであるからさまざまな困難や限界がある。
例えば，グループの編成であるが，教育原理を受講し始めて間もない学生たちに明確な研究テ
ーマがあるわけでもないので，別紙のように出身地域別としている。グループ討議（研究）の
時間であるが，其月頃に開始させることにしても正規の時間をこれに当てることは難しい。授
業の前後に必要な指示を与えたり・）リーダーとの話合いで問題を解決する等がせい一杯で，不
親切な指導しかできない。
　しかし，私にとって十年間のグループ研究の経験は貴重な教訓であり，発見であった。その
一つ一つをここに書きとめる余裕はないが，どうしても指摘して置きたいことは次の事項であ
る。　　　一／．．II、　　　　　　　　　　　tJ
　1．　学生たちは自主的，自発的な行動的学習には強い熱意・関心を示し・また集団学習や調
査講を主体と弗学習に臨めて高い能力を肺している・
　2．　グループ研究におけける相互啓発を通して教育に対する理解が着実に深まることは予想
　以上である。
　3．授業外，冬休み，正月，そして年度末試験期という悪条件にもかかわらず，54年度の実
　績に見られるように，グループによっては，15・6回の会合を持ち・レポート提出後も有志的
　な研究活動を継続する例もある等からわかるように極めて高い関心と意欲を見せている。
　教育原理が教職課程科目の中で基礎講座的な位置を占めるものであるとすれば・私のささや
かな実験も，その改革の一資料として一考してもらう価値をふくんでいるのではないかと秘か
に自負している次第である。
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グループ研究テーマー覧　昭和54年度　　教育原理A
1グループ名1人数1　　　・　’一　　マ　　　騰
・1北海道・剰ヒ　1・51・非行問題・一その理解・対応一　　　　　　11・
・1栃木・茨城・群馬1・31［額驕贈離騒駄よりよい燗教育を一　　　1・
・1千葉　　1・・1・教散を通し幌の陥・・光を当て・・　　　　1・
・1埼玉　　1・・1・今・の学校のかかえ・問題・　　　　　　1・3
・1神奈川・横浜・川崎1・1・勅られ・教師像・　　　　　　　　1・6
・1　・その他1・1・学校外鞘・・ついて・　　　　　　　　1⑳
・｝東京・下町　1・i・教育の現場・・おけ・諸問題・　　　　　　　113
・1　・山手　1・31麟編轟襲碧え轍育。社会的側面からとらえた教育卜7
・1　・三舞　1・・1・教師の荒廃を追う・二生徒を幅・して一　　　　1・6
・・1中部・新潟・長野1121・求められ・鞭像・　　　　　　　　1
・・1　・その他　！・1・能力搬・ついて・　　　　　　　　．1
121近畿　　1・1・鞘の荒廃とその対応・　　　　　　　1・4
13i．中国　　1・隊購・、、　　　　　　　　　1・・
・41四国　，回・学習指導・生瀦導・進路指導・　　　　　　i
司九州，　　国・入試制度について・　　　　　　　　1
グルー一プ研究テーマー一覧　昭和54年度　　教育原理B
グループ名 圏 ? マ ???
・1北海道 1・瞬旨鞭領の研究（中学・融社会科） 8
・1東北 回生活鱒 21
・1茨坂 回鞘の荒廃・ついて 1
・障馬・栃木 1・1・・H校拒否 1
・1埼玉 1・2「・落ち・ぼれ・を生棚す齢 31
・1千葉 国教師・生徒・瀕・環境から敗現代卿問題点についての劉・
・1鯨（東部） 回鯨都の教育㈱講（学囎鞭を中心・） 1
・陣京（西部） 1・2瞬旨鞭領・おけ・ゆとりあ・教育への問鵬識 9
・瞬川 1・1比較鯖 41
・・1横浜 1・陣代教育の荒廃・ついて 9
・・【闘・編 論?
??
7 21
・2瞬瀞岡 1・陳行政と教育 01
131近畿・中部 1・瞬指導（富山・兵庫県を勅・・進路指導のあり方を考察す・） 15
14陣・醐 1・1非行陥・ついて ?】1
・51九州 1・1教育評価の礪 13
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